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第
３
回
定
例
会（
９
月
）

平
成
28
年
度
の

決
算
を
認
定

　平成29年 第３回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表

　

９
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
案
、

財
産
の
取
得
案
、
決
算
認
定
案
等
41
案
件
を

慎
重
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

な
ら
び
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
議
案
第
62
号
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）」
の
審
議
で
は
、
庁
舎
整
備

事
業
費
全
額
を
減
額
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
少
数
で
こ
れ
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
請
願
第
29
―
３
号
30
人
以
下
学
級

実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
請
願
」
が
採
択
さ
れ
、
委
員
長

提
案
で
意
見
書
を
提
出
。
こ
の
他
、
議
員
提

案
で
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る

意
見
書
」
も
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

区分 歳入決算額 歳出決算額 
一般会計 32,542,935,182 31,185,804,148 
特別会計 18,337,336,599 17,767,549,824 
企業会計 1,514,291,206 1,877,087,739 

異議なく全会一致で可決・認定された議案等

請　願

条例の廃止

承　認

意見書

 平成29年度
補正予算

 平成28年度
決算認定

その他

条例の
一部改正
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澤
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男

審
議
結
果

× × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × ○

× × × ○

起立採決を行った議案

（単位／円）

※企業会計歳入歳出の不足額は損益
勘定留保資金等で補てんしています。
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こ
と
と
し
た
。
な
お
新
規
購
入
の
車
両
に
は

最
初
か
ら
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

２
，３
８
０
人
の
方
が

　
　
　

申
請
を
し
、
そ
の
う
ち

実
際
に
利
用
し
た
の
は
１
，

８
４
２
人
で
77
・
４
％
の
割
合

で
あ
っ
た
。
ま
た
タ
ク
シ
ー

券
の
発
行
枚
数
は
約
４
８
，

０
０
０
枚
で
、
こ
の
う
ち
利
用

さ
れ
た
の
が
約
２
４
，
０
０
０

枚
で
約
50
％
の
利
用
率
で
あ
っ

た
。　

　
　
　

行
政
改
革
推
進
室
が
所

　
　
　

管
す
る
「
行
政
改
革
推

進
費
」
に
つ
い
て
、
行
政
改
革

推
進
委
員
会
で
は
個
別
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
も
意
見
を
聞
い

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

　
　
　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

意
見
も
反
映
し
策
定
し
て
お
り
、
今
後
も
意

見
を
聞
い
て
い
く
。

　
　
　

消
防
本
部
管
理
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
本
部
管
理
運
営
事
務
経
費
」
の
、

緊
急
車
両
用
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
購
入

費
に
つ
い
て
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
法

令
に
基
づ
い
て
購
入
・
設
置
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
未
設
置
の
18 

　
　
　

台
全
車
両
に
取
り
付
け
た
。
法
令
で

設
置
が
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
緊
急
時
の
事
故
等
を
考
慮
し
設
置
す
る

　
　
　

管
財
契
約
課
が
所
管
す
る
「
庁
舎
整

　
　
　

備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
西
側
駐
車

場
の
用
地
拡
幅
に
伴
い
取
得
を
考
え
て
い
る

土
地
の
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
、
そ
の
分
が
減
額
に
な
る
と
い
う
理
解
で

よ
い
か
。
そ
の
判
断
の
期
限
は
い
つ
頃
に
な

る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

基
本
計
画
時
点
で
見
込
ん
で
い
た
約

　
　
　

５
千
５
百
万
円
が
総
事
業
費
か
ら
減

額
に
な
る
。
交
渉
期
限
は
来
年
１
月
末
ぐ
ら

い
と
考
え
て
い
る
。

○
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
に
よ
り
寄
附
金

　
　
　

が
前
年
度
比
約
２
億
５
千
万
円
の
増

収
と
な
っ
た
が
、
今
後
も
こ
れ
を
恒
常
的
な

財
源
と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
の
か
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
は
国
の
判
断

　
　
　

に
よ
り
、
将
来
的
に
動
向
が
わ
か
ら

な
い
の
で
、
恒
常
的
な
財
源
と
見
る
の
は
難

し
い
。
今
後
の
財
政
運
営
は
自
主
財
源
の
確

保
と
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
に
抑
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　

交
通
政
策
室
が
所
管
す
る
「
高
齢
者

　
　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
」
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
度
の
申
請
者
数
や
利
用
状
況

の
実
績
は
。

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
２
号
）

　
　
　

歳
入
の
市
債
の
内
、
緊
急
防
災
・
減

　
　
　

災
事
業
債
に
つ
い
て
、
消
火
栓
設
置

の
た
め
に
予
定
し
た
も
の
が
、
起
債
対
象
に

な
ら
ず
減
額
修
正
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　
　

消
火
栓
は
例
年
３
基
を
設
置
し
、
財

　
　
　

源
は
一
般
財
源
と
し
て
き
た
と
こ
ろ

29
年
度
は
６
基
を
計
画
し
た
。
財
源
は
県
と

協
議
の
上
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
充

て
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
県
と
国
が
協
議
し

た
段
階
で
、
消
火
栓
に
つ
い
て
は
起
債
対
象

に
な
ら
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
た
め
、
減

額
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
事
業
債
は
主
に

消
防
水
利
施
設
等
が
対
象
に
な
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

常任委員会  委員長報告

総務常任委員会

●委員長／河野 木綿子　●副委員長／斉藤 諭
●委　員／有野 一成、櫻田 力、村松 三千雄
　　　　　名取 泰、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／５件

　

補
正
予
算
案
に
対
し
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

反
対
討
論
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、
修

正
案
は
否
決
、
原
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
条
例
の
一
部
改
正
案
、
廃
止
案
、

決
算
認
定
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

補
正

決  
算

QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

総務委員会審査のようす

Q

ＡQＡ

予  

算
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つ
い
て
、
防
犯
灯
の
設
置
は
す
べ
て
地
域
か

ら
の
申
請
か
。
ま
た
、
設
置
の
基
準
は
。

　
　
　

新
規
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
か
ら

　
　
　

６
月
ま
で
に
申
請
し
て
も
ら
い
現
場

を
確
認
し
た
上
で
行
っ
て
い
る
。
地
域
に
属

さ
な
い
箇
所
（
現
在
６
路
線
）
に
つ
い
て
は

市
が
直
接
設
置
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

新
設
の
基
準
は
、
状
況
に
も
よ
る
が
基
本
的

に
50
ｍ
間
隔
と
な
っ
て
い
る
。 

　
　
　

国
保
年
金
課
が
所
管
す
る
「
子
ど
も

　
　
　

医
療
費
助
成
事
業
」
に
よ
る
医
療
費

無
料
化
に
対
す
る
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の

金
額
は
。
ま
た
事
業
評
価
は
な
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　

18
歳
ま
で
年
齢
拡
大
し
た
場
合
の
減

　
　
　

額
の
対
象
分
は
３
０
０
万
円
程
度
。

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
な
の
で
今
後
の
実

績
を
見
な
が
ら
国
保
財
政
の
受
け
る
影
響
を

検
証
し
て
い
く
。

　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
食

　
　
　

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
創
造
事
業

で
構
成
さ
れ
、
施
設
の
利
用
時
間
や
長
期
休

暇
時
の
昼
食
の
利
用
に
つ
い
て
等
を
協
議
す

る
。

　
　
　

教
育
総
務
課
が
所
管
す
る
「《
新
規
》

　
　
　

甲
西
支
所
改
修
事
業
」
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
２
階
部
分
の
今
後

の
利
用
内
容
と
必
要
性
は
。

　
　
　

職
員
会
議
室
が
あ
り
、
職
員
や
教
育

　
　
　

委
員
会
の
会
議
に
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
確
定
申
告
等
、
市
民
の
利
用
も
あ
り
、

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
観
点
か
ら

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
○
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定

　
　
　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
所

　
　
　

管
す
る
「
防
犯
灯
維
持
設
置
費
」
に

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
２
号
）

　
　
　

介
護
福
祉
課
が
所
管
す
る
「
地
域
介

　
　
　

護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
事

業
」
に
つ
い
て
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置

と
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
で
の
補
正
な
の

か
。

　
　
　

国
庫
補
助
金
の
対
象
事
業
の
た
め
、

　
　
　

国
に
よ
る
事
前
協
議
の
決
定
を
待
っ

て
の
対
応
で
あ
り
、
今
回
の
補
正
と
な
っ
た
。

　
　
　

市
立
児
童
館
が
所
管
す
る
「
児
童
館

　
　
　

運
営
委
員
会
運
営
事
業
」
に
つ
い
て
、

委
員
会
を
２
回
開
催
と
あ
る
が
、
そ
の
構
成

と
協
議
内
容
は
。

　
　
　

委
員
は
、
学
校
長
、
主
任
児
童
委
員
、

　
　
　

社
協
理
事
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
全
17
名

常任委員会  委員長報告

●委員長／中込 恵子　●副委員長／小池 伸吾
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、三木 充
　　　　　北村 千代子、飯野 久

●当委員会に付託された案件／14 件

厚生文教常任委員会

　

請
願
第
29
ー

３
号
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の

請
願
書
に
つ
い
て
は
、
紹
介
議
員
の
櫻
田
力
議

員
に
説
明
を
求
め
、
委
員
間
討
議
の
結
果
、
全

会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
そ
の
他

案
、
決
算
認
定
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し

た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

エレベーターが設置される甲西支所

予  

算
QＡ

QＡ

Q

Ａ

Ａ

Q

Ａ Q Ａ

Q

決  

算

（
協
働
事
業
）」
に
つ
い
て
、
相
談
者
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。

　
　
　

家
計
相
談
を
し
た
上
で
、
個
別
に
適

　
　
　

切
な
支
援
を
し
て
い
る
。
食
品
の
支

援
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
お
願
い
し
て
い

る
。

　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　

活
保
護
費
支
給
事
業
」
に
つ
い
て
、

医
療
扶
助
費
の
中
で
、
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
し
た
り
、
同
じ
薬
を
多
く
支
給
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
な
い
か
。

　
　
　

本
市
で
は
レ
セ
プ
ト
点
検
と
医
療
扶

　
　
　

助
相
談
員
の
点
検
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
推
奨
を
行
い
、
適
正
医
療
と
な
る

よ
う
な
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
子
ど

　
　
　

も
医
療
費
助
成
事
業
」
に
つ
い
て
、

医
療
費
助
成
を
拡
大
し
た
が
、
拡
大
部
分
の

医
療
費
の
増
加
金
額
は
。

　
　
　

　
　
　

年
４
，２
４
３
万
６
千
円
で
あ
る
。

市内の防犯灯

QＡQＡ



　
　
　

芦
安
山
岳
館
を
利
用
し
た
企
画
展
や

　
　
　

櫛
形
山
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

を
作
成
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
に
対
し
て

自
然
環
境
の
体
験
学
習
を
行
っ
た
。
今
後
も

伊
奈
ヶ
湖
周
辺
整
備
な
ど
を
通
し
て
普
及
啓

発
に
努
め
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
気
運

の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

農
林
土
木
課
が
所
管
す
る
「
県
営
土

　
　
　

地
改
良
参
画
事
業
」
に
つ
い
て
、
耕

作
放
棄
地
の
場
所
に
農
道
や
水
路
を
施
工
し

て
い
る
例
が
み
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
。　

　
　
　

圃
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
に
ア

　
　
　

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
圃
場
の
エ
リ

ア
を
区
切
っ
て
い
る
。
遊
休
農
地
の
場
合
は

不
換
地
と
す
る
な
ど
、
調
整
を
換
地
委
員
会

で
行
い
、
遊
休
農
地
を
減
ら
す
方
向
で
基
盤

整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

建
築
住
宅
課
が
所
管
す
る
「
空
家
等

　
　
　

対
策
事
業
」
に
つ
い
て
、
予
算
の
執

行
率
が
６
・
46
％
と
非
常
に
低
い
理
由
は
。

　
　
　

近
隣
住
民
か
ら
の
通
報
の
内
容
が
、

　
　
　

草
木
の
手
入
れ
な
ど
、
緊
急
的
な
措

置
の
必
要
が
な
い
も
の
が
多
く
、
是
正
に
事

業
費
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。

園
に
ト
イ
レ
を
補
正
予
算
で
設
置
す
る
理
由

は
。

　
　
　

普
段
か
ら
利
用
者
が
多
く
、
ま
た
防 

　
　
　

災
訓
練
や
夏
祭
り
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
お
り
、
当
初
予
算
だ
と
来
年
ま
で
に
間
に

合
わ
な
い
た
め
で
あ
る
。

○
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定

　
　
　

農
業
委
員
会
が
所
管
す
る
「
農
業
委

　
　
　

員
会
運
営
事
業
」
に
つ
い
て
、
委
員

会
の
開
催
状
況
は
。

　
　
　

毎
月
25
日
を
基
本
に
農
業
委
員
会
総 

　
　
　

会
を
開
催
し
て
い
る
。
総
会
の
前
に

地
区
協
議
会
を
開
催
し
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
て
、
農
地

法
申
請
等
の
現
地
確
認
及
び
審
査
を
行
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
南
ア
ル

　
　
　

プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
」
の
海
外

宅
配
と
は
。　

　
　
　

Ｊ
Ａ
こ
ま
野
と
協
力
し
て
、
上
海
に

　
　
　

桃
・
ぶ
ど
う
等
の
果
物
を
送
り
、
ど

の
よ
う
な
状
況
で
届
い
た
の
か
を
検
証
し
た

事
業
で
あ
る
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
ユ
ネ
ス

　
　
　

コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
事
業
」
に
つ
い

て
、
市
民
及
び
職
員
へ
の
意
識
の
啓
発
状
況

は
。

─  ５  ─

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
２
号
）

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「《
新
規
》 

　
　
　

滞
在
型
市
民
農
園
施
設
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
、
拡
充
の
目
的
、
効
果
は
。

　
　
　

都
市
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
し

　
　
　

て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。
当
初
50

区
画
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
30
区
画
な
の

で
そ
の
拡
充
と
し
て
７
区
画
を
整
備
す
る
。

地
域
行
事
へ

の
参
加
が
積

極
的
に
行
わ

れ
、
本
市
の

魅
力
を
よ
り

多
く
発
信
し

て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
ふ
る
さ 

　
　
　

と
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
資
格
を
取
る
た
め
の

講
習
か
。　

　
　
　

正
式
な
資
格
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
説
明
や
、

櫛
形
山
ガ
イ
ド
な
ど
、
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
の
森

林
環
境
教
育
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
養
成
を
考
え
て
い
る
。　
　
　

　
　
　

都
市
計
画
課
が
所
管
す
る
「
公
園
管

　
　
　

理
事
業
」
に
つ
い
て
、
柿
平
街
区
公

常任委員会  委員長報告

産業土木常任委員会

●委員長／清水 重仁　●副委員長／矢﨑 俊秀
●委　員／花輪 幸長、野中 國幹、齊藤 博明
　　　　　花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／ 23 件

○
自
動
車
運
賃
等
徴
収
条
例
の

　

一
部
改
正

　
　
　

運
賃
の
増
額
が
高
率
の
理
由
は
。

　
　
　

天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
近
年
の

　
　
　

経
営
状
況
が
難
し
い
こ
と
と
、
平
成

30
年
度
か
ら
の
バ
ス
車
両
の
更
新
に
順
次
備

え
る
た
め
で
あ
る
。

条  

例
QＡ

Q

QＡQＡ

Ａ

決  

算

補
正
予  

算

平成 30 年 4 月から運賃が改正される
南アルプス市営バス（広河原～北沢峠間）

　

そ
の
他
の
条
例
の
一
部
改
正
案
、
補
正
予
算

案
、
市
道
路
線
の
認
定
案
、
及
び
決
算
認
定
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
な
ら
び
に
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

棟が拡充される滞在型市民農園
クラインガルテン（中野エリア）

QＡ QＡ

QＡ QＡ

Q

Ａ

ほ

ほ
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突
の
撤
去
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
新
設
と
改
修
な

ど
の
追
加
に
よ
り
、
10
億
２
千
万
円
か
ら
、

13
億
１
千
万
円
に
増
額
と
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
今
年
１
月
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
得
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

実
施
設
計
で
は
、
将
来
、
再
整
備
す
る

場
合
の
困
難
度
と
コ
ス
ト
の
縮
減
、
防
災

対
策
面
と
事
業
継
続
計
画
の

強
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
事

業
内
容
の
更
な
る
見
直
し

を
行
っ
た
。
今
回
の
実
施

設
計
で
統
合
・
追
加
し
た
主

な
も
の
と
し
て
は
、
サ
ー
バ

室
機
能
の
整
備
と
、
本
庁
舎

１
階
と
３
階
議
場
の
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
併
せ
て
、
防
災
面

で
の
強
化
と
し
て
追
加
し
た

の
は
、
１
階
天
井
等
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
追
加
に
よ
り
、

15
億
６
千
６
百
万
の
事
業
費

と
な
っ
た
。
市
民
の
皆
様
へ

の
説
明
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
に
よ
り
、
基
本
構
想
か

ら
の
整
備
費
の
増
額
変
更
を
、

全
世
帯
向
け
に
、
説
明
と
お

わ
び
を
申
し
上
げ
る
た
め
、

放
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

今
後
は
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
な
ど
も
使
い
な
が

ら
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
地
区
へ
の
説
明
会
も
検
討
し
て
い

る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
学
校
給
食
の
無
料
化

○
南
ア
ル
プ
ス
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

　
戦
略

庁
舎
整
備
事
業

　
　
　

耐
震
棟
、
及
び
、
本
庁
舎
の
耐
震
改

　
　
　

修
に
よ
る
安
全
性
は
。

　
　
　

耐
震
棟
は
、
構
造
形
式
を
検
討
す
る

　
　
　

こ
と
で
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
表
す

指
標
の
Ｉ
ｓ
値
を
、
０
・
９
以
上
に
、
本
庁

舎
は
、
門
型
フ
レ
ー
ム
と
耐
震
ス
リ
ッ
ト
に

よ
る
補
強
で
Ｉ
ｓ
値
を
０
・
８
１
に
、
西
別

館
は
、
１
階
の
２
ヵ
所
の
壁
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
耐
震
壁
を
新
設
し
Ｉ
ｓ
値
を
０
・

８
３
と
す
る
な
ど
、
一
定
以
上
の
水
準
を
達

成
で
き
る
計
画
と
し
た
。
本
庁
舎
、
西
別
館

の
Ｉ
ｓ
値
に
つ
い
て
は
、
大
地
震
動
後
に
お

い
て
も
人
命
の
安
全
確
保
に
加
え
、
建
物
の

機
能
も
確
保
で
き
る
水
準
に
ま
で
引
上
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
お
示
し
し
た
実
施
設
計
で
の

事
業
費
は
、
基
本
構
想
か
ら
は
大
幅
な
増
額

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
基
本
計
画

策
定
の
段
階
に
お
い
て
発
生
し
た
熊
本
地
震

の
際
に
、
現
地
で
生
じ
た
事
例
を
検
証
す
る

中
で
、
整
備
内
容
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
と
判
断
し
た
。

　

先
ず
は
耐
震
棟
の
構
造
を
鉄
骨
か
ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
変
更
し
、
更
新
が
必
要
と

な
っ
た
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
、
耐
震
棟
の
屋
上

に
設
置
す
る
こ
と
で
防
災
面
の
強
化
も
図
れ

る
計
画
と
し
た
。
そ
の
他
、
ボ
イ
ラ
ー
室
煙

　 小池  伸吾 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

庁舎整備事業　耐震棟完成イメージ

庁舎整備事業費が大幅に増加しているが
市民への説明の方法は？
◇ＣＡＴＶにより全世帯向けに説明とお詫びを申し上げるため放送した。
　今後は広報紙やチラシなどを使い、さらに市民の皆様の理解を得られるよう
　地区への説明会も行う予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！
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く
た
め
行
政
、
市
民
等
の
役
割
を
明
確
に
定

め
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を

そ
ろ
そ
ろ
制
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

条
例
制
定
に
際
し
て
は
、
市
民
の 

　
　
　

意
見
や
考
え
を
幅
広
く
条
例
に
反

映
さ
せ
る
た
め
行
政
主
導
で
は
な
く
、
市

民
主
体
で
進
め
、
そ
の
機
運
が
高
ま
っ
た

段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

は
、
そ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
「
市
民
自

治
の
ま
ち
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
目
標

は「
住
ん
で
良
か
っ
た
、住
ん
で
み
た
い
、行
っ

て
良
か
っ
た
、
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
」
を
実

現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
南
ア
ル
プ
ス
市
に
お

い
て
は
、
今
一
度
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、
原
点
に
帰
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
強
力
に
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

化
で
き
な
か
っ
た
経
緯
も
あ
り
結
果
的
に

職
員
か
ら
の
提
案
は
ほ
と
ん
ど
出
て
来
な

か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
　
　

第
２
次
基
本
方
針
と
そ
れ
に
基
づ
く

　
　
　

行
動
計
画
を
策
定
し
た
が
、
そ
の
内

容
と
目
指
す
べ
き
方
向
は
。

　
　
　

第
２
次
に
お
い
て
は
、「
市
民
と

　
　
　

行
政
の
協
働
」
だ
け
で
は
な
く
「
市

民
と
市
民
の
協
働
」
も
組
み
入
れ
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
を
具
体
的
に
進
め
る

た
め
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。

　　
　
　

第
１
次
に
お
い
て
は
公
募
制
度
と
提

　
　
　

案
制
度
の
よ
う
に
市
職
員
が
具
体
的

に
協
働
に
関
わ
っ
て
い
く
仕
組
み
が
示
さ
れ

て
い
た
が
、
第
２
次
基
本
方
針
・
行
動
計
画

で
は
市
職
員
が
協
働
に
関
わ
っ
て
い
く
仕
組

み
が
見
え
て
こ
な
い
が
。

　
　
　

公
募
制
度
・
提
案
制
度
が
無
く
な
っ

　
　
　

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
協
働

の
範
囲
が
広
が
っ
た
結
果
、
行
政
も
多
様

な
主
体
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
て
お

り
、
第
２
次
行
動
計
画
の
中
に
も
行
政
の

役
割
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

本
市
は
県
下
に
先
駆
け
て
協
働
の
ま

　
　
　

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
活
動
も

10
年
前
よ
り
非
常
に
活
発
に
な
っ
た
。
市
と

し
て
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
、
理
念
を
示
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い

　
　
　

本
市
が
約
10
年
進
め
て
き
た
協
働
の 

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
長
の
基
本

的
考
え
方
は
。

　
　
　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
行
政
だ

　
　
　

け
で
は
解
決
で
き
な
い
、
市
民
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
増
え
て
き

て
お
り
協
働
は
重
要
な
手
法
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

本
市
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

　
　
　

こ
れ
ま
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
体

制
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
。
そ

し
て
成
果
は
。

　
　
　

平
成
21
年
度
か
ら
公
募
制
度
・
提

　
　
　

案
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
平
成
25
年

度
ま
で
14
件
の
事
業
を
実
施
し
た
。
平
成

27
年
度
か
ら
は
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動

助
成
事
業
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
協
働
事
業
の
中

　
　
　
で
職
員
提
案
（
公
募
制
度
）
が
出
て

こ
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。
１
，２
０
０
余

り
も
あ
る
事
務
事
業
の
中
か
ら
市
職
員
提
案

が
ほ
と
ん
ど
出
て
来
な
い
の
は
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
職
員
の
意
識
が
低
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　

職
員
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、
職

　
　
　

員
の
事
務
事
業
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ー
ト
も
活
用
し
た
。
出
て
来
て
も
予
算

●代表質問

　 有野  一成 議員
（民生クラブ）

協働のまちづくり

南アルプス市が進めてきた「市民と行政の協働のまちづくり」は
約 10年が経過した。これまでの歩みと今後の方向及び内容、
並びに市の取り組む姿勢をただした。

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ Q

Ａ意
見

Ａ QＡ Q

Ａ QQ
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破
産
管
財
人
の
要
望
や
有
識
者
７
人

　
　
　

の
委
員
で
構
成
す
る
、
審
査
委
員
会

か
ら
の
提
言
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
意
見
や
ご
理
解

を
い
た
だ
く
中
で
、
市
や
市
民
が
ひ
と
つ
に

な
れ
る
、「
納
得
い
た
だ
け
る
判
断
を
し
た

い
」
と
考
え
て
い
る
。

土
地
を
一
旦
、
市
が
購
入
し

て
企
業
に
賃
貸
と
す
る
手
法

の
根
拠
は
？

　
　
　

地
権
者
説
明
会
で
土
地
購
入
を
し
て

　
　
　

公
募
企
業
へ
賃
貸
と
す
る
方
針
を
市

長
自
ら
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
莫
大

な
一
般
財
源
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
、
何

を
根
拠
に
土
地
を
購
入
す
る
の
か
市
長
の
所

見
は
。

　
　
　

現
時
点
で
は
、
優
良
企
業
の
参
入
の

　
　
　

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
が
直
接

用
地
を
取
り
ま
と
め
一
元
管
理
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
段
階
で
あ
る
。

現
在
集
約
し
て
い
る
事
業
と

以
前
の
６
次
化
に
関
す
る

事
業
の
相
違

　
　
　

現
在
、
市
が
集
約
し
て
い
る
６
次
化

　
　
　

の
跡
地
利
用
に
関
す
る
事
業
は
、
そ

の
事
業
骨
子
も
不
明
瞭
の
中
で
地
権
者
に
土

地
の
買
い
取
り
を
示
唆
し
た
。
そ
こ
で
、
以

前
の
事
業
を
ど
の
様
に
変
更
し
た
の
か
、
そ

民
設
民
営
方
針
の
変
更

（
完
熟
農
園
）

　
　
　

市
は
事
業
閉
鎖
か
ら
１
年
数
ヵ
月
を

　
　
　

か
け
て
、
今
後
の
完
熟
農
園
の
営
業

主
体
は
「
民
設
民
営
を
基
本
」
と
す
る
方
針

を
本
年
３
月
に
公
表
し
た
。
し
か
も
、
市
長

は
現
状
の
ま
ま
公
募
す
る
と
公
言
し
て
い
た

が
、
何
故
、
民
設
民
営
か
ら
土
地
を
市
が
関

与
す
る
方
針
に
転
換
し
た
の
か
、
そ
の
方
針

転
換
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
は
。

　
　
　

破
産
管
財
人
よ
り
、
進
出
に
関
心
を

　
　
　

持
っ
て
い
る
企
業
は
用
地
の
一
元
化

を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
市
と
し

て
優
良
な
企
業
を
誘
致
す
る
上
で
、
跡
地
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
視
点
や
市
の
玄
関
口

一
帯
に
お
け
る
行
政
の
影
響
力
の
確
保
の
観

点
か
ら
で
あ
る
。

方
針
転
換
に
伴
う

市
民
の
意
向
確
認
は
？

　
　
　

土
地
所
有
と
す
る
方
針
転
換
で
重
要

　
　
　

な
こ
と
は
、
住
民
の
意
思
確
認
が
等

閑
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
冒
頭

か
ら
落
合
保
育
所
の
廃
所
や
市
庁
舎
の
移
転

新
築
、
そ
し
て
以
前
の
完
熟
農
園
に
つ
い
て

市
民
の
意
向
確
認
が
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘

し
た
が
、
こ
の
度
の
方
針
転
換
に
つ
い
て
も

市
民
の
意
向
確
認
が
不
十
分
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
市
長
の
所
見
は
。

　 矢﨑  俊秀 議員
（市民創政の会）

討議の
焦 点

Ａ Q

完熟農園の土地購入は市民の意向を踏まえるべきである！
市は民設民営を基本とする方針を本年３月に公表した。
その方針転換について市長の所見は？

◇跡地をまちづくりに活かす視点や市の玄関口一帯の集団的な土地保全の観点
　からである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

の
事
業
の
相
違
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
は
。

　
　
　

完
熟
農
園
も
、
現
在
進
め
て
い
る
６

　
　
　

次
化
拠
点
施
設
整
備
も
、
と
も
に
市

が
策
定
し
た
27
号
計
画
に
位
置
付
け
た
６
次

産
業
化
拠
点
施
設
で
あ
る
。
民
設
民
営
の
方

針
に
よ
り
、
民
間
企
業
の
発
想
や
力
に
よ
り
、

自
然
や
農
業
を
始
め
そ
の
他
の
地
域
資
源
を

活
用
す
る
等
新
た
な
産
業
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
も
の
で
あ
る
。

新
た
な
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　

市
が
土
地
を
取
得
し
て
新
た
な
事
業

　
　
　

展
開
を
す
る
計
画
に
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ

こ
ま
野
や
農
業
者
、
そ
し
て
市
民
に
理
解
が

得
ら
れ
る
新
た
な
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

市
長
の
所
見
は
。

　
　
　

本
事
業
は
、
地
域
の
情
報
発
信
や
、  

　
　
　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
体
験
の

拠
点
と
し
て
、
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
創
造
や
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る

計
画
で
あ
る
。
ま
さ
に
６
次
化
そ
の
も
の
と

考
え
て
お
り
次
世
代
の
市
民
に
つ
な
い
で
い

く
質
の
高
い
事
業
を
目
指
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

・
過
去
の
主
要
施
策
の
齟
齬
の
教
訓
が
生
か

　
さ
れ
て
い
な
い

・
完
熟
農
園
に
お
け
る
市
民
へ
の
情
報
提
供

　

が
不
十
分
で
あ
る

・
土
地
の
市
保
有
は
固
定
資
産
税
の
減
収
に

　

な
る

Q

ＡＡ Q

Ａ

Q

Ａ Q
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ご
家
族
な
ど
の
同
意
な
し
に
ケ
ア
会
議
の
判

断
で
打
ち
切
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　

自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議
は
要
支

　
　
　

援
、
総
合
事
業
対
象
者
の
介
護
予
防

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
医
療
・
介
護
等
の
多
職

種
が
協
働
し
て
高
齢
者
の
個
別
課
題
の
解
決

を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
専
門
員
の
自

立
支
援
に
資
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

践
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

28
年
８
月
か
ら
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

　

各
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
会
議
で
の
助
言

に
基
づ
い
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
提

供
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
高
齢
者
お
よ
び

家
族
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
等
と
の
合
意

形
成
を
図
り
、
自
立
支
援
と
重
症
化
予
防
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
一
方
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
打
ち
切
り
を
提

案
す
る
こ
と
は
な
い
。

　 名取  泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高
く
、
近
年
の
医
療

の
高
度
化
か
ら
、
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
の
増
減
は
容
易
に
予
測
で
き
な
い
。

昨
年
度
は
、
医
療
費
の
支
出
が
、
前
年
度
を

下
回
っ
た
が
、
こ
の
結
果
の
み
で
税
額
改
定

の
判
断
は
難
し
い
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に

は
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
県
へ
移
行
さ

れ
る
の
で
、
今
後
示
さ
れ
る
県
納
付
額
や
医

療
費
の
推
移
を
見
守
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
向
け
た
課
題

　
　
　

介
護
保
険
の
新
総
合
事
業
移
行
前
に

　
　
　

質
問
し
た
際
に
、
答
弁
で
示
さ
れ
た

「
希
望
者
に
は
介
護
認
定
を
お
こ
な
う
」
と

い
う
立
場
は
堅
持
さ
れ
て
い
る
か
。
第
７
期

計
画
に
も
引
き
継
が
れ
る
か
。

　
　
　

介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、
新
規
の
申 

　
　
　

請
者
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
職
に
よ
る
相
談
受
付
を
行
い
、
そ
の

相
談
内
容
に
よ
り
支
援
が
必
要
な
方
に
は
、

介
護
保
険
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
更
新
申
請
に
つ
い
て
も
、
希
望
者
全
員

を
含
め
る
対
象
者
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。
来
年
度
以
降
の
第
７
期
で
も
、
要
介
護

認
定
の
申
請
は
、
現
状
ど
お
り
行
な
う
。

　
　
　

本
市
の
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議

　
　
　

の
役
割
は
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
必
要
と

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
担
当
医
や
本
人
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営

　
　
　

本
市
で
は
平
成
28
年
度
に
国
保
税
を

　
　
　

値
上
げ
し
た
が
、
そ
の
後
の
国
保
財

政
の
状
況
と
評
価
は
。
当
初
の
見
込
み
よ
り

財
政
が
改
善
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
保

税
の
値
下
げ
を
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況
は
、
平

　
　
　

成
25
年
度
以
降
、
単
年
度
収
支
の
赤

字
が
続
き
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
基
金
を
繰

り
入
れ
な
け
れ
ば
、
運
営
で
き
な
い
状
態
で

あ
っ
た
め
、
昨
年
度
に
保
険
税
を
増
額
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、
薬
価
基
準
が
減
額
さ
れ
た

影
響
で
、
単
年
度
収
支
は
黒
字
と
な
り
、
国

保
財
政
は
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
市
は

Ａ Q

Ａ

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＡQ Q

昨年度の国保財政は大幅に黒字。これを活かして国保税の引き下げを求める！
◇医療費の増減は今後も予測できない。来年度からの財政運営の責任主体が県 へ移行
　されるので、今後示される県納付額や医療費の推移を見守りたい。

希望者は介護認定を受けられるように！
◇現状どおり来年度以降の第７期でも、希望者全員の申請を受け付ける。

同意なしにケアプランの変更や打ち切りはないか？
◇地域ケア会議の判断で一方的にサービス打ち切りはない。

243 251 259 264
281 288

90 90 90 91 91 97

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ27 Ｈ28

医療費（本人負担分を除く）

国保税(滞納繰越を含む歳入額）

地域ケア会議のようす

◆国保の1人あたりの医療費推移　　　　　　　　（単位／千円）



と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
に

　
　
　

加
え
て
、「
多
面
的
機
能
交
付
金
制
度
」

を
活
用
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
は

　
　
　
「
地
域
振
興
立
法
」
で
指
定
さ
れ
た

傾
斜
が
あ
る
等
の
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利

な
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
を
支
援
す

る
制
度
で
、
多
面
的
機
能
交
付
金
制
度
は
、

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・

発
揮
を
図
る
た
め
の
地
域
の
共
同
活
動
に
係

る
支
援
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
２
つ
の
制
度

の
併
用
は
可
能
で
あ
り
、
今
後
制
度
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
自
治
会
等
の
単
位
で
事
業
の
導
入

希
望
が
あ
れ
ば
、
市
は
支
援
を
行
う
。

─  10  ─

担
当
部
署
に
指
示
し
、
導
線
、
カ
ウ
ン
タ
ー
、

障
が
い
者
対
応
等
市
民
目
線
に
立
っ
た
窓
口

業
務
の
検
討
会
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
庁
舎
整
備
を
契
機
に
、
窓
口
改
善
に

と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
全
般
の
改
善
も
視
野
に
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

中
山
間
地
域
に
お
い
て
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
業
被
害
が
深
刻
化
、

広
域
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

今
後
の
対
応

　
　
　

野
生
鳥
獣
の
被
害
は
、
中
山
間
地
域

　
　
　

に
お
け
る
農
業
振
興
や
美
し
い
景
観

保
全
等
の
妨
げ
に
留
ま
ら
ず
、
人
的
被
害
も

懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
振
興
と
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
緩
衝
地
域
と
し
て
の
更
な
る
発
展

の
た
め
、
市
は
今
後
、
野
生
鳥
獣
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

緩
衝
地
域
で
実
施
し
て
き
た
個
体
調

　
　
　

査
や
観
察
会
で
得
ら
れ
た
野
生
動
物

の
生
態
や
行
動
等
に
つ
い
て
蓄
積
さ
れ
た
記

録
は
、
里
地
に
お
け
る
鳥
獣
害
被
害
対
策
に

も
有
効
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
櫛
形

山
の
ア
ヤ
メ
保
全
対
策
と
同
様
に
、
今
後
も

官
民
の
連
携
を
深
め
、
農
業
の
振
興
や
景
観

保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
被
害
防
止
施
設
の
設

置
及
び
修
繕
、
猟
友
会
に
よ
る
駆
除
活
動
等

市
の
業
務
改
善
の
取
り
組
み

　
　
　

過
日
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た
業
務
処

　
　
　

理
に
お
け
る
不
手
際
の
原
因
究
明
と

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　

市
民
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

　
　
　

お
か
け
し
た
こ
と
を
、
改
め
て
謝
罪

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

原
因
究
明
と
対
応
策
の
協
議
を
行
い
、
再

発
防
止
に
向
け
全
庁
で
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
委
託
業
務
に
お
け
る
成
果
確
認
に
つ
い

て
は
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
、
徹
底
を
図

る
よ
う
総
務
部
長
名
で
全
部
署
に
指
示
し
、

加
え
て
法
令
順
守
徹
底
の
た
め
の
「
事
務
処

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。
今
後
も
、

職
員
の
資
質
向
上
、
部
局
間
に
お
け
る
情
報

の
共
有
化
及
び
報
告
、
連
絡
、
相
談
を
徹
底

さ
せ
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

新
た
に
建
設
さ
れ
る
耐
震
棟
は
主
と

　
　
　

し
て
窓
口
業
務
が
中
心
と
な
る
。
こ

の
機
を
市
民
目
線
に
立
脚
し
た
窓
口
を
再
構

築
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
市
長
が
先
頭

に
立
ち
窓
口
改
善
の
検
討
活
動
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　
　

庁
舎
整
備
の
方
針
で
あ
る
、「
費
用

　
　
　

を
抑
え
な
が
ら
狭
あ
い
の
解
消
や
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
来
庁
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
窓
口
空
間
を
つ
く
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。」
た
め
、
現
在
、

　 櫻田  力 議員
（未来の風）

討議の
焦 点

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ Q

被害防止施設（電柵）修理のようす

市の業務改善の取組みは？
◇委託業務の成果チェック体制強化と部局間における報・連・相の徹底をはかる。

野生鳥獣被害の深刻化に対する市の対応策は？
◇農業振興と中山間地域の景観保全のため、官民が連携し被害防止に取り組む。

Ａ Q

Ａ Q



大
き
な
課
題
で
あ
る
。
地
域
資
源
を
活
用
し

た
持
続
可
能
な
観
光
推
進
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

そ
こ
で
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
緩
衝
地

域
に
位
置
す
る
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
エ
リ
ア
を
拠

点
と
し
て
森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
て
い
く

考
え
の
も
と
、
質
の
高
い
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、
他
の
類
似
施
設
と
の
差
別
化

を
図
り
、
日
常
生
活
の
中
で
は
で
き
な
い
こ

と
を
体
験
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
ま
た
中
央
道
・
中
部
横
断

道
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
の
良
い
首
都
圏
・
静

岡
方
面
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
引
続
き
行

い
、
誘
客
を
諮
る
。

　

富
士
山
方
面
か
ら
の
高
速
道
設
置
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
単
独
で
取
り
組
む
も
の
で
は

な
い
が
、
地
域
全
体
の
機
運
の
盛
り
上
が
り

等
を
判
断
し
、
今
後
検
討
を
す
る
。
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●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
付
け
、
多
様
な
事
業
者
が
連
携
し
、
地
域

の
宝
を
観
光
資
源
と
し
て
情
報
発
信
し
、
誘

客
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

例
え
ば
、
櫛
形
西
地
区
の
棚
田
の
景
観
を

見
物
す
る
だ
け
で
な
く
、
田
植
え
・
稲
刈
り

体
験
、
芦
安
地
区
の
し
ょ
う
ゆ
の
実
を
使
っ

た
伝
統
食
文
化
の
体
験
や
甲
西
地
区
の
藍
染

体
験
、
伊
奈
ヶ
湖
に
お
い
て
は
、
紅
葉
だ
け

で
な
く
、
１
年
を
通
じ
た
野
生
動
植
物
の
観

察
体
験
等
、
多
く
の
魅
力
が
溢
れ
る
地
域
資

源
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ

う
な
地
域
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、
地
域
住

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
知
恵
と
経
験
を
活
か
し
た
官

民
協
働
の
着
地
体
験
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

を
推
進
し
観
光
客
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。

富
士
山
観
光
客
の
誘
客

　
　
　

富
士
山
へ
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

　
　
　

い
る
が
、
本
市
へ
ど
の
よ
う
に
誘
客

し
て
い
く
か
伺
う
。
ま
た
、
こ
の
た
め
河
口

湖
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
部
横
断
道
へ
連
結
す
る
高
速

道
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　

本
県
を
訪
れ
た
観
光
客
数
が
３
千
２

　
　
　

５
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
の

半
数
近
い
、
１
千
５
百
８
万
人
が
富
士
・
東

部
圏
域
を
訪
れ
て
い
る
。
富
士
山
方
面
の
観

光
客
を
本
市
に
ど
の
よ
う
に
誘
客
す
る
か
は

市
職
員
の
採
用
試
験
の
面
接

時
の
市
長
立
会
い

　
　
　

試
験
官
任
命
権
者
の
市
長
は
受
験
者

　
　
　
・
試
験
官
の
資
質
を
判
断
す
る
た
め

に
は
立
ち
会
う
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
は
。

　
　
　

一
般
職
員
の
採
用
試
験
の
面
接
官
は

　
　
　

４
名
で
、
内
訳
は
市
職
員
２
名
、
民

間
有
識
者
２
名
。
面
接
官
と
し
て
の
職
員
の

資
質
は
、
常
日
頃
の
職
務
を
見
る
中
で
確
認

し
て
い
る
。
外
部
面
接
官
と
し
て
有
識
者
２

名
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
市
職
員
と
は
異

な
る
視
点
か
ら
も
評
価
を
行
い
、
多
面
的
に

人
物
を
判
断
し
、
公
平
公
正
な
採
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
私
が
参
加
す
る
こ
と
で
面
接

に
余
計
な
影
響
を
あ
た
え
て
は
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。

市
民
参
加
に
よ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り

　
　
　

現
在
の
社
会
情
勢
で
は
、
多
大
な
る

　
　
　

投
資
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り
は
、
難

し
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
身
近
な
場
所
で

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
の
考
え
は
。

　
　
　

物
見
遊
山
だ
け
に
頼
っ
た
観
光
地
は

　
　
　

飽
き
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
も
気
づ
い
て
い
な
い
地
域
に
根
ざ
し

た
魅
力
あ
る
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
付
加
価
値

　 花輪  幸長 議員
（市民クラブ）

討議の
焦 点

Ａ Q

市職員採用試験の面接時、市長の立会いは？
◇面接には市職員２名と民間有識者２名で臨み、公平公正な採用をしている。

観光スポットづくり、富士山観光客の誘致は？
◇官民協働の着地体験型エコツーリズム等を推進し、
　首都圏・静岡方面を中心にＰＲ活動を続ける。

Ａ Q

Ａ Q

藍染体験のようす（国際交流事業）
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す
る
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
市
が
運

行
経
費
の
２
／
３
の
支
援
と
バ
ス
車
輌
の
無

償
貸
与
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運

行
経
費
の
１
／
３
を
運
賃
収
入
等
で
確
保
す

る
こ
と
を
条
件
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
と

聞
い
て
い
る
。

　

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
行
を
行
っ
た
こ
と
で
、

各
地
区
で
工
夫
し
た
利
用
促
進
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
、
市
民
に
「
自
分
た
ち
の
地
域

の
バ
ス
」
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
利
用
者

の
増
加
と
市
の
経
費
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

た
先
進
事
例
で
あ
る
。
本
市
も
将
来
に
向
け

て
、
持
続
可
能
な
バ
ス
運
行
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。「
市
民
の
た
め
の
市
民
の
バ
ス

で
あ
る
」
と
い
う
意
識
の
醸
成
や
市
民
の
積

極
的
な
利
用
と
協
力
が
、
重
要
に
な
る
。

　

本
年
度
は
、
保
育
園
児
を
対
象
に
体
験
乗

車
事
業
を
実
施
し
た
が
、
利
用
者
の
声
を
聞

き
、
改
善
、
利
用
者
増
を
推
進
し
た
い
。　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

　
　
　

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
人
口
減

少
対
策
と
し
て
も
重
要
だ
が
、
本
市
に
は
お

産
が
で
き
る
産
婦
人
科
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本

市
に
も
産
婦
人
科
医
院
を
誘
致
す
る
考
え

は
。

　
　
　

本
市
に
出
産
可
能
な
産
科
病
院
は
無

　
　
　

く
市
外
医
療
機
関
で
の
出
産
が
現
状

で
あ
る
が
、
昨
年
度
の
出
生
数
は
、
５
２
７

人
で
、
環
状
線
や
ア
ル
プ
ス
通
り
の
整
備
に

よ
り
、
車
で
30
分
圏
内
に
11
の
産
科
施
設
が

あ
り
、
お
母
さ
ん
方
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施

設
で
の
出
産
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

里
帰
り
先
で
健
診
等
の
支
援
体
制
も
整
え

て
い
る
た
め
、
市
内
へ
の
産
科
誘
致
は
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
助
産
師
に
よ
る
訪
問
・
相
談
体

制
の
強
化
な
ど
産
前
産
後
の
ケ
ア
体
制
の
充

実
、
お
む
つ
代
の
交
付
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

出
産
施
設
を
整
え
て
、
人
口
減
少
対

　
　
　

策
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　

行
政
視
察
に
伺
っ
た
、
富
山
県
魚
津

　
　
　

市
は
、
面
積
が
約
２
０
０
ｋ
㎡
、
人

口
約
４
万
３
千
人
の
市
で
、「
地
域
の
総
力

で
育
む
魚
津
市
民
バ
ス
～
潜
在
需
要
の
顕
在

化
に
よ
る
毎
年
度
の
利
用
者
増
」
に
取
り

組
み
、
昨
年
度
年
間
利
用
者
が
14
万
人
強
、

平
均
運
賃
収
入
は
約
40
％
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
問
題
を
前
に
本
市
の
公
共
交
通

も
、
魚
津
市
の
よ
う
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

交
通
手
段
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

　
　
　

魚
津
市
の
市
民
バ
ス
は
、
民
間
バ
ス

　
　
　

路
線
の
廃
止
を
受
け
、
運
行
を
受
託

　 中込  恵子 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Ａ Q

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Q

Ａ

●県内分娩取り扱い医療機関

病　院…７
診療所…８

富士・東部
　　  医療圏

峡東
 医療圏

峡南
 医療圏

中北
 医療圏

山梨市 山梨市立産婦人科医院

出典：広報やまなし 2017 年 8 月号　特集・うまれる

★

★
★
★
★
★

★

★

★
★

★★★
★

★

★

★

意
見

空のコミュニティバスから魚津市の事例を参考に
市民に必要な公共交通構築を！
◇「市民のための市民のバス」という意識の醸成や市民の積極的な利用が重要。
　利用者の声を聞き、路線の改善やバスの体験乗車などにより推進していく。

出産施設の誘致または復活への支援策は？
◇市内には無いが、30 分圏内に産科医療施設があるため
　今は考えていない。

コミュニティバス
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読書教育の推進は
未来への投資である

飯野  久 議員
（民生クラブ）

河野  木綿子 議員
（公明党）

水防対策

質疑の
主 題

質疑の
主 題

　

学
校
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
資
料
に

つ
い
て
は
、
県
立
及
び
市
立
図
書
館
や
他
の
小

中
学
校
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い

る
。
読
書
指
導
計
画
の
作
成
、
全
校
一
斉
読
書

や
読
み
聞
か
せ
等
読
書
時
間
の
確
保
、
図
書
委

員
会
活
動
の
活
性
化
、
親
子
読
書
や
朗
読
会
と

い
っ
た
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
な
ど
、
学
校
図

書
館
利
活
用
を
進
め
て
い
く
。

　

全
校
配
置
の
学
校
司
書
業
務
は
、
専
門
的
・

技
術
的
な
学
校
教
職
員
の
一
員
で
、
直
接
的
な

支
援
や
教
育
目
標
達
成
の
た
め
の
教
育
指
導
へ

の
支
援
等
と
認
識
し
て
お
り
、
学
校
教
育
に
お

い
て
重
要
な
業
務
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
「
第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
子
ど
も
読
書
活

　
　
　

動
推
進
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え
及
び

活
用
、
方
策
に
つ
い
て
。
更
に
そ
の
推
進
役
の

学
校
司
書
の
業
務
内
容
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

学
校
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極

　
　
　

的
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
進
め
る
た

め
、
自
主
的
な
読
書
活
動
の
推
進
、
家
庭
・
地

域
・
図
書
館
・
学
校
等
の
連
携
、
子
ど
も
が
読

書
に
親
し
む
環
境
の
整
備
・
充
実
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
に
関
す
る
理
解
と
関
心
の
普
及
を
目

指
し
て
い
る
。
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
で
の
水
防
警
報
の
伝
達
に
お
い
て
、

　
　
　

河
川
氾
濫
時
で
の
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

を
作
成
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

昨
年
度
に
「
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
」、

　
　
　
「
甲
府
気
象
台
」、「
山
梨
県
」、「
本
市
を

含
む
富
士
川
流
域
自
治
体
」
等
に
よ
る
勉
強
会

を
重
ね
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

　

今
年
度
は
、
３
月
に
「
想
定
最
大
規
模
降
雨
」

に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
が
公
表
さ
れ
、

「
想
定
最
大
規
模
洪
水
へ
の
対
応
」、「
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
の
判
断
」、「
情
報
伝
達
準
備
」、

「
避
難
行
動
の
所
要
時
間
」
の
確
認
を
目
的
に
図

上
訓
練
を
行
な
い
、
そ
の
経
験
を
基
に
、
既
に

作
成
し
て
あ
る
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
準
用
し
、

万
全
な
対
応
を
し
て
行
く
。

保
育
士
確
保
へ
の
処
遇
改
善
は
？　
　
　

　
　
　

本
市
で
の
職
員
保
育
士
と
臨
時
職
員
の

　
　
　

処
遇
の
格
差
に
つ
い
て
、
そ
の
改
善
状

況
と
今
後
の
更
な
る
処
遇
改
善
の
考
え
は
。

　
　
　

ク
ラ
ス
担
任
を
受
け
持
っ
た
臨
時
保
育

　
　
　

士
に
つ
い
て
は
、
正
職
員
に
は
支
給
し

て
い
な
い
「
ク
ラ
ス
担
任
手
当
」
を
本
年
度
、

４
月
か
ら
11
名
、
月
額
７
千
円
支
給
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
本
年

５
月
に
地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
平
成
32
年

か
ら
施
行
に
な
る
。
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
休

暇
等
の
勤
務
条
件
・
期
末
手
当
等
を
含
め
た
給

与
関
係
が
改
善
さ
れ
る
内
容
と
な
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
対
策

Ａ Q Ａ Q

Ａ

Q

滝沢川に設置されている水位計

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

・
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
事
業

・
事
業
推
進
体
制
は
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
の
一
環
で

・
学
校
図
書
館
の
面
積
、
位
置
の
配
慮

・
芦
安
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の
統
合

・
学
校
司
書
の
計
画
的
採
用
及
び
労
働
環
境
の

　

整
備

・
計
画
遂
行
に
於
け
る
充
分
な
予
算
確
保

提
案
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備
・
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

適
正
な
維
持
・
管
理
を
行
い
、
教
育
施
設
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
修
繕
・
改
修
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

市
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工
芝
化
に

　
　
　

つ
い
て
、
市
の
計
画
は
。

　
　
　

公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
遊
・

　
　
　

湯
ふ
れ
あ
い
公
園
の
４
面
、
南
公
園
の

２
面
の
張
替
え
を
実
施
し
、
本
年
度
は
、
甲
西

ふ
れ
あ
い
公
園
の
２
面
の
張
替
え
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
樹

園
の
２
面
の
張
替
え
を
予
定
し
て
い
る
。
社

会
体
育
施
設
で
は
櫛
形
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い

て
、
本
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活

　
　
　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
取
り
組
み

　
　
　

は
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
３
つ
の

　
　
　

施
策
の
柱
を
定
め
て
い
る
。
１
つ
目
の

柱
で
あ
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」
に

つ
い
て
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
が
、
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
に
気
軽
に
触
れ

合
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
人
材
育
成
と
団
体
支

援
」に
つ
い
て
は
、競
技
団
体
と
連
携
し
、ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
え
る
知
識
と
指
導
力
を
持
っ
た
質

の
高
い
指
導
者
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

確
保
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

３
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

スポーツ振興と
施設の充実

松野 昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

　
　
　

鏡
中
条
橋
は
釜
無
川
に
接
す
る
市

　
　
　

域
の
南
北
の
中
央
に
位
置
し
、
地

域
間
交
流
の
要
に
架
か
る
橋
と
し
て
そ
の

有
効
性
、
有
用
性
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
が
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
鏡
中
条
橋
の

位
置
づ
け
は
。

　
　
　

昭
和
42
年
の
完
成
以
来
、
地
域
住

　
　
　

民
の
生
活
に
密
着
し
た
橋
で
あ
り
、

今
後
も
、
地
域
住
民
に
必
要
な
橋
と
し
て
、

維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

現
在
の
橋
は
幅
員
が
と
て
も
狭
く
、

　
　
　

危
険
性
と
不
便
さ
は
広
く
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

三木 充 議員
（市民創政の会）

鏡中条橋の位置づけは？

質疑の
主 題

質疑の
主 題

　

リ
ニ
ア
開
通
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
こ
の
鏡
中
条
橋
の
改
修
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　

大
き
な
事
業
費
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

　
　
　

ま
ず
は
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
毎
年
１
回
行
わ
れ
る
県
と
の
意
見
交

換
会
で
、
県
に
支
援
要
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
地
域
の
防
災
・
減
災

○
小
学
校
の
卒
業
式

Ａ Q

Ａ

Ａ

Q

鏡中条橋のようす

面の張替えをした遊・湯ふれあい公園テニスコート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

用
し
、
６
面
を
ク
レ
ー
か
ら
人
工
芝
に
改
修
予

定
で
あ
る
。

Ａ Q
Q
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庁舎増改築費用

小林  敏徳 議員
（新生かがやき）

野中  國幹 議員
（市民クラブ）

定住促進に伴う、補助金
制度導入を！

質疑の
主 題

質疑の
主 題

の
で
は
無
い
。
ま
た
、
平
成
28
年
２
月
の
基
本

計
画
は
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
、
見
直
し
た
工

事
費
を
、
ま
た
今
回
の
実
施
設
計
で
は
、
将
来

的
な
市
財
政
の
負
担
軽
減
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
要
望
、
国
土
交
通
省
が
示
し
た
一
般
管

理
費
の
見
直
し
な
ど
、
必
要
な
事
業
経
費
の
増

額
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　

新
庁
舎
移
転
新
築
か
現
在
地
の
増
改
築

　
　
　

か
を
問
う
平
成
28
年
３
月
20
日
の
住

民
投
票
を
前
に
２
月
19
日
新
聞
折
り
込
み
で

配
布
さ
れ
た
基
本
構
想
、
選
管
か
ら
出
さ
れ

た
住
民
投
票
広
報
紙
に
も
「
増
改
築
は
10
憶

２
千
万
円
」
と
は
っ
き
り
謳
わ
れ
、
市
長
は
市

内
６
地
区
で
も
そ
の
資
料
で
説
明
会
を
開
催
し

た
。
市
民
は
「
10
億
２
千
万
円
で
造
れ
る
の
な

ら
」
と
信
じ
て
投
票
し
た
。
そ
れ
が
、
今
度
は

15
億
６
千
６
百
万
円
に
な
っ
て
議
会
に
示
さ
れ

た
。
こ
れ
を
理
解
し
ろ
と
言
う
の
か
。　
　
　

　
　
　

本
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の
公
表
は
、
当

　
　
　

初
か
ら
平
成
28
年
２
月
中
に
行
う
予
定

で
あ
っ
た
も
の
で
、
住
民
投
票
を
意
識
し
た
も

　
　
　

　
　
　

現
在
、
若
者
世
帯
に
対
し
定
住
支
援
奨

　
　
　

励
金
事
業
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
奨

励
金
そ
の
も
の
が
低
額
で
あ
り
、
魅
力
あ
る
施

策
と
し
て
は
物
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
若
者
に
限
ら
ず
既
に
定
住
し
て
い
る
人
を

含
め
た
、
新
築
住
宅
建
設
費
へ
の
補
助
金
制
度

の
導
入
が
図
れ
な
い
か
。

　
　
　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
及
び
若
者

　
　
　

世
帯
の
定
住
支
援
を
す
る
た
め
、
市
内

に
住
宅
及
び
土
地
を
取
得
す
る
方
に
対
し
、
奨

励
金
交
付
事
業
を
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
子
育
て
世
代
や
新
婚
世

帯
等
よ
り
多
く
の
若
者
を
本
市
に
呼
び
込
み
、

定
住
に
結
び
付
け
て
い
く
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
議
員
ご
指
摘

の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
の
効

果
を
検
証
し
年
齢
条
件
、
奨
励
金
の
限
度
額
等

を
勘
案
す
る
中
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
合
公
園（
野
球
場
）の
改
修

　
　
　

　
　
　

現
状
の
野
球
場
は
、
ス
タ
ン
ド
の
収

　
　
　

容
人
員
が
足
り
な
い
た
め
、
全
国
高

校
野
球
甲
子
園
大
会
の
予
選
試
合
が
実
施
出

来
な
い
状
況
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ド
の
増
設
・

電
光
掲
示
板
等
の
改
修
工
事
に
着
手
す
る
考

え
は
。

　
　
　

平
成
24
年
度
に
改
修
工
事
を
行
っ
た
が
、 

　
　
　

当
時
の
計
画
で
は
、
夏
の
全
国
高
校
野

球
選
手
権
予
選
に
つ
い
て
、
想
定
さ
れ
る
頻
度

等
勘
案
し
見
送
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
有
利

な
補
助
金
事
業
や
予
想
さ
れ
る
維
持
管
理
費
等
、

調
査
、
研
究
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

櫛形野球場のスタンド

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市
長
の
責
任
問
題

　
　
　

　
　
　

市
長
が
示
し
た
10
億
２
千
万
円
を
信
じ

　
　
　

て
投
票
し
た
市
民
と
の
約
束
を
破
る
事

に
な
る
。
市
長
の
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

10
億
２
千
万
円
の
事
業
費
は
、
市
民
、   

　
　
　

議
会
と
議
論
を
す
る
た
め
の
、
概
算
額

で
あ
る
。
様
々
な
視
点
か
ら
工
事
内
容
を
精
査

し
、
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
市
長
責
任
で
判
断

し
た
。
市
民
の
皆
様
へ
の
説
明
責
任
は
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
の
ほ
か
、
広
報
・
チ
ラ
シ
、
地
区
説
明
会

の
開
催
も
考
え
て
い
る
。

Ａ Q

●庁舎整備
　事業費の
　推移

ちょっと
解 説

基本構想  
　10 億２千万円

基本計画   
　13 億１千万円

実施設計   
　15 億 6 千 6 百万円

総務常任委員会提出資料より
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政務活動

報　　告

公明党
●会派のメンバー 
代表：齊藤 博明
　　　河野 木綿子、小池 伸吾

須賀川市役所前にて

【視察の内容】
石巻市「災害時の議会対応」

　災害発生時に石巻市議会災害対策会議を設置し、

会派及び議員からの当局への要望は、緊急の場合を

除き、災害対策会議に提出することとし、当局が災

害対応に全力で専念できるよう、必要な協力、支援

を行うこととしている。

【総  括】 

　災害時、議会の対応の窓口を一本化にすることは、

当局との混乱を避けるために有効であるとともに、

スムーズな協力体制の重要性を感じた。

【視察の内容】
石巻市「仮設住宅のコミュニティ支援」

　自治会の出来ていた５つの仮設団地の役員が「孤

独死を無くそう」を合言葉に石巻仮設住宅自治連合

推進会を結成した。情報交換、交流会の開催等、仮

設住民のコミュニティ形成に努めてきたが、今後は

なお一層、息の長い支援活動を行う為には法人化す

る必要があるとし「一般社団法人石巻自治連」を発

足し、コミュニティ形成の支援、ネットワーク形成

の支援等に取り組んでいる。

【総  括】 

　被災後の長年に渡る支援体制の難しさを学んだ。

環境の変化に対するコミュニティ形成の大切さを実

感した。

【視察先】福島県須賀川市、宮城県東松島市、石巻市

【視察日】平成２９年７月１８日～２０日

【視察の内容】
須賀川市「イメージアップ戦略」

　観光戦略の柱として、円谷プロダクションの創始
者である円谷英二氏が須賀川市出身であることから、
ウルトラマンのキャラクターを活用したイメージ
アップを図る取り組みをしている。市庁舎前や駅前、
市内のメイン通りにモニュメントの設置、市内事業
者による関連グッズの商品化など積極的に取り組み、
地域の活性化、観光客の増加を目指している。

【総  括】 

　東日本大震災からの力強い復興の息吹を感じた。
特に子ども達に夢や希望を持ってもらいたいとの思
いからの取り組みと伺い感動を覚えた。

【視察の内容】
東松島市「“絆交流”から育む観光地域づくり
　　　　　プロジェクト」

　東日本大震災からの復興にあたっては、全国各地、
世界中の方々からの温かい励ましやたくさんの支援
に支えられてきた。こうした人と人との絆があった
からこそという感謝の心を忘れず、元気を取り戻し
つつある東松島市を再度訪問していただき、観て・
食べて・体感していただくため、また、震災記憶の
風化防止と復興まちづくりの取り組みを後世に伝え
るため、国内外からの視察研修受け入れのための環
境をソフト・ハードの両面から整備し、観光産業に
おいて雇用の創出も図っていく。

【総  括】 

　復興を単なる復興のみとせず、付加価値をつけ更
に魅力あるまちづくりに活かそうとする取り組みに、
不退転のたくましさを覚える。
　「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の展開に汲々
としている全国の自治体は、被災自治体にこそ学ん
で欲しい。 東松島市視察のようす
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政務活動

報　　告

未来の風
●会派のメンバー 
代表：深澤 米男
　　　西野 浩蔵、櫻田 力、戸栗 淳

２．特別委員会を設置
　５月１１日に「東日本大震災及び原発事故対策調査
特別委員会」を設置し、議会としての組織的活動を
開始。

（１）避難所現地調査
（２）仮設住宅現地調査
（３）要望活動

３．「南相馬市議会災害対策支援本部設置要領」
　　を策定（平成 25 年 6 月）

４．脱原発都市宣言（平成 27 年 3 月）

【総  括】 

　災害時における議会の役割（責務）は、市民の代
表として広く市民に耳を傾け、公平かつ誠実に市民
全体の利益のために活動することであると思われる
が、大災害においては、当然のことながら議員も被
災するであろうし、議員が不在となった地域の対応
に誰があたるのかや、議員の地元優先意識にとらわ
れない公平な対応をとるためには、災害対策本部と
の関わりにおいて、情報の集約や情報伝達の一本化
などの方法をあらかじめ明確にしておく必要がある
と考える。「南アルプス市地域防災計画」の第３章「災
害応急対策計画」には、災害対策本部内に議会事務
局を、また本部員に議会事務局長を置くことが定め
られているものの、議会との連携などについては具
体的に定められていない。このため議会が災害対策
本部と連携し災害対策活動を支援することや、議員
と議会の役割等を定めることについて協議する機会
を議会に提案したいと考えている。

【その他の視察】 福島県伊達市

テーマ：行政改革における DTI の取り組み
（第３回定例会（９月）の代表質問で取り上げた）

※DATE TASK INNOVATION

【視察先】福島県南相馬市

【視察日】平成２９年８月３日～４日

【テーマ】
震災時における議会の対応

【視察の内容】
　南相馬市は、東日本大震災で震度６弱を観測し、
その地殻変動が引き起こした津波が、海岸線から約
２km付近までの地域を呑み込み甚大な被害を受けた。
その後、東京電力福島第一原子力発電所の放射能漏
れにより、多くの市民が避難を余儀なくされ、６年
が経過した今でも市内居住者は、住民基本台帳人口

（７１，４９４人）の６６％にあたる４７，１９０人に止まり
（平成２９年３月３１日時点）農産物等への風評被害も

いまだに絶えないなか、懸命な復興事業が続けられ
ている。
　このような大災害に見舞われた自治体の議会の災
害発生時及びその後の対応を学習し、必要に応じて
本市の地域防災計画の見直しや議員また議会として
の適切な対応のあり方を検討することを視野に視察
を行った。被災後の議会の主な活動状況は、以下の
通りである。

１．市議会災害対策会議の設置
　３月１５日に市議会災害対策会議を任意で設置。
　４月１４日までは毎日、それ以降は週２回開催し、
議員が収集した情報や市民からの要望を整理して、
災害対策本部に情報として提供。

東日本大震災

南相馬市役所前にて

※
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政務活動

報　　告

新生かがやき
●会派のメンバー 
代表：小林 敏徳
　　　花輪 進、中込 恵子

介護保険のデイサービスを行う事業所が障がい者
（児）に対して定められた「指定サービス」を提供する
にはそれぞれの法律要件を満たす必要があったが、
平成１５年１１月に「富山型デイサービス推進特区」
に認定され、障がい者（児）の利用が可能になった。
特区認定に至る行政との連携は学ぶべきものがある。

【視察の内容】
富山市「まちなか総合ケアセンター、
　　　　総曲輪レガートスクエア」　

　富山市の中心部から近い場所にあり、地域包括ケ
ア拠点施設として整備された。切れ目のない子育て
支援のための産後ケア応援室、こども発達支援室、
病児保育室、まちなか診療所（外来診察ではなく、
主治医不在の時の往診代行、医療介護連携室、地域
連携室などで、在宅医療を支える）他に、スポーツ
クラブ、カフェ、介護専門学校などがある。

【総  括】 

　９月定例会の代表質問でも紹介した全国初お迎え
型病児保育室を含む地域包括ケア拠点施設であり、
在宅医療、介護を推進するための相談や往診もして
もらえる文字通りの市民の拠り所となっている。本
市に於いても、各医療機関、社会福祉協議会、保育
所等と連携して、このような機能を集約できないも
のかと考えさせられた。

【視察の内容】
魚津市「魚津市民バス運行事業」　

　利用者低下による民間バス路線の廃止を受け、市
内中心部の公共交通空白地域、中山間地域の過疎化
などの対策として、コミュニティバスが必要かどう
か、市民アンケートやバスに乗り込み、地域ごとの
潜在需要の把握、運行する NPO 法人の立ち上げ、運
行資金の１/３は地域が負担する条件付け、路線ごと
のバス車両の色分け、毎年のコース検討など市民自
身の交通手段であることを理解してもらうための必
死の努力が見受けられる。結果、当初は空気を運ん
でいると言われたコミュニティバスは、昨年度１４万
人超え、運賃収入は約４割にもなっている。

【総  括】 

　９月定例会において、南アルプス市のコミュニティ
バスへの質問の中で紹介した通り、１便あたり５名
の利用者がなければ取りやめという不退転の覚悟で
の取り組みを伺い、本市でも空気ばかり運んでいる
ように見えるバスの運行が、多くの市民にとって必
要とされ、持続可能なものになるよう、市民を巻き
込んだ本気の取り組みを求めたい。

【視察先】富山県射水市、富山市、魚津市

【視察日】平成２９年８月１７日～１９日

【視察の内容】
射水市「協働のまちづくり」
　射水市の協働事業は、地域提案型＝地域が抱える
問題を解決し、地域にあったまちづくりを実現する
ため、地域振興会の自由な発想を活かした事業と、
公募提案型＝地域課題の解決に向けて、市民の自由
な発想を生かした多様で効果的・効率的な公共サー
ビスを提供するため、NPO 法人やボランティア団体
等の専門性・先駆性等を生かした事業との２通りが
あり、身近な地域の問題解決から市の魅力を内外に
アピールして市の活性化に繋がる事業などを、市民
と行政の協働で推進している。

【総  括】 

　射水市は約１００k㎡に９３，０００人が住むコンパク
トな市ながら、高齢者が多い地域、海辺地域、里山
地域、農村地域、若者が多い地域などがあり、地域
ごとの特性を把握し、その地域にあった自主的な提
案に補助金を出し、自分たちの住む地域をいかに良
くしていくかという自治意識の醸成にも繋がってい
る取り組みといえる。公募型と地域提案型の２本立
てで、バランスの良い市民協働のまちづくり事業に
なっている。

【視察の内容】
富山市「富山型デイサービス」
　富山型デイサービスの特徴は、小規模「一般住宅
をベースとして、利用定員が１５人程度、家庭的な雰
囲気」、多機能「高齢者、障がい者（児）、乳幼児など
利用者を限定せず、誰でも受け入れる」、地域密着「身
近な住宅地の中に立地し、地域との交流が多い」。

【総  括】 

　富山型デイサービスは、平成５年、富山赤十字病院
を退職した３人の看護師さんが開所したデイケアハ
ウス「このゆびとーまれ」に於いて、赤ちゃんからお
年寄りまで、障がいの有無に拘らず受け入れた事か
ら始まり、後に「富山型」と言われるようになった。
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政務活動

報　　告

市民クラブ
●会派のメンバー 
代表：斉藤 諭
　　　北村 千代子、野中 國幹
　　　花輪 幸長　

政との関係」小委員会を計８９回開催。
・根室市議会基本条例  平成２４年１２月制定
・通年議会の導入

【総  括】 

　通年議会のメリット、デメリットがある。予算審査、
決算審査等全議員が審議する。通年議会の実施によ
り、年４回の定例会のほか、議長権限で緊急議会を
開催でき迅速な対応ができる。

【視察の内容】
網走市「農産物のブランド化・特産物に対する
　　　  取り組み」

　平成２２年に網走市農業振興基本計画を策定し、農
業者を育成、持続可能な農業を目指すことを目的と
した生産基盤の整備充実と新作物の導入研究に取り
組んできた。網走市の農業形態は平均耕作面積が
４０．２haであり、総収益は３３１億円が見込まれてい
る。その中で農産物のブランド化として網走和牛に
ついては市内飲食店で取り扱いされ、徐々に浸透し
ている。行者菜（ニンニクとニラの交配種）につい
ては、苗に特許権があり栄養価が高く販売状況も好
調である。また、長芋等に重きをおき輸出先を米国・
カナダ・台北・シンガポール・香港・タイへ輸出さ
れ販売の安定化が図られている。

【総  括】 

　畑作農業形態は小麦を除き、ほとんど加工原料と
して収穫後加工工場に搬入処理、小麦は全量貯蔵施
設で一時保管され順次網走港から搬出。
　地域営農集団を結成し助成金を投入して規模拡大
を支援、１戸当たりの耕地面積が４０ha に拡大、安定
した収入と耕作放棄地の減少につながっている。

【視察先】北海道釧路市、根室市、網走市

【視察日】平成２９年８月２２日～２４日

【視察の内容】
釧路市「議会改革」

　釧路市議会では市民に開かれた分かりやすい議会
と議員としての意識改革の自覚を目指すことを基本
に、議員１０名により構成された議会改革検討協議会
を設置。
　約３年６ヵ月の協議の結果、平成２３年４月議会基
本条例が制定された。この基本条例には特に説明責
任を果たすため地区ごとの市政報告や意見を交換す
る地区懇談会を明文化している。

【総  括】 

　釧路市の議会基本条例は条例ごとに条文の考え方
が記載されており、条文ごとの内容がわかりやすい。
南アルプス市においても今後、市政報告等について
どのような方法が最良か検討していく必要性を感じ
ました。

【視察の内容】
根室市「議会改革・通年議会」

　根室市議会においては平成２１年１２月議会改革の
推進を目的に「根室市議会改革調査特別委員会」を
設置し、「議会と市民の関係」小委員会と「議会と行

釧路市議会 会議室にて

根室市役所前にて



発行者：南アルプス市議会　〒400-0395  山梨県南アルプス市小笠原 376　TEL 055-282-6452   FAX 055-282-6459
　　　　http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/gikai

●第３回定例会の傍聴者数：64 人
    ※報道関係者16 人は除く

　本市におけるリニア中央新
幹線事業による沿線住民や用
地等協力者への丁寧な説明・
誠意ある対応を求める要望書
を後藤斎山梨県知事に提出し
ました。

▲
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▲

　八田地区自治会から旧免許センター
跡地取得について要望書の提出があり
ました。

　石井啓一国土交通大臣が本
市を訪れ、横川樋門等の状況
について国土交通省甲府河川
国道事務所の担当者から説明
を受けました。横川樋門関係
の 対 策 に つ い て は、平 成 28
年 5 月の「市民と議員との懇
談会」でも議論になり、当時、
懇談会担当議員が現地視察を
行っています。

　 平成 29年８月25日に正副議長と市長・
副市長・担当部局が破産管財人の後藤弁
護士と 6 次化拠点整備事業の現状と方向
性について話し合いました。また、９月
22日には 6 次化拠点整備室から議会に事
業方針や企業を募集する際の要項の素案
について説明がありました。

　こま野農協小池通義組
合長からJA 名称変更に
伴う補助金について要望
書の提出がありました。

▲

▲

▲
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●第４回定例会の会期予定

12 月１日…………… 本会議（初日）

   　  ７日～ ８日…… 代表・一般質問

 　    12日～ 15日…… 常任委員会

   　 22日…………… 本会議（最終日）

※日程等は定例会前の議会運営委員会で正式に
　決定されます。

みなさんの傍聴をお待ちしています！
※詳しくは市ホームページをご覧ください。


